
『
恵
方
の
富
士
』
翻
刻
と
解
題

稲
葉

有
祐

解
題

本
稿
で
は
元
禄
期
か
ら
宝
暦
期
に
か
け
て
息
の
長
い
活
動
を
展
開
し
、
確
固

た
ち
ば

ふ
け
い

た
る
地
位
を
築
い
た
立
羽
不
角（
寛
文
二
年
〜
宝
暦
三
年
）の
長
男
、
不
扃（
元

禄
十
四
年
〜
？
）
の
元
文
五
年
歳
旦
集
『
恵
方
の
富
士
』（
架
蔵
）
を
翻
刻
・

紹
介
し
、
江
戸
俳
壇
の
一
様
相
を
考
察
す
る
礎
と
し
た
い
。

解
題
を
記
す
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
不
角
の
経
歴

（
１
）に

つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
不

角
は
延
宝
二
年
に
十
三
歳
で
不
卜
に
入
門
、
遠
山
と
号
し
た
と
さ
れ
（『
続
清

鉋
』
延
享
二
年
刊
）、
調
和
編
『
俳
諧
題
林
一
句
』（
天
和
三
年
刊
）
か
ら
句
が

確
認
さ
れ
る
。「
我
宿
は
平
松
町
の
南
側
／
書
籍
の
外
に
俳
諧
も
売
ル
」（『
二

息
』元
禄
六
年
刊
）と
自
ら
述
べ
る
よ
う
に
、
書
肆
を
営
み
、『
色
の
染
衣
』（
貞

享
四
年
刊
）・『
好
色
染
下
地
』（
元
禄
四
年
刊
）・『
華
染
分
』（
同
五
年
頃
成
）

と
い
っ
た
浮
世
草
子
や
地
誌
『
江
戸
惣
鹿
子
』（
同
二
年
成
）
等
、
多
方
面
に

亘
る
著
述
も
試
み
て
い
る
。
元
禄
三
年
に
は
前
句
付
の
月
次
興
行
を
開
始
し
て

前
句
付
高
点
付
句
集
『
二
葉
の
松
』
を
出
板
、
以
後
も
宝
永
三
年
ま
で
自
家
版

の
高
点
集
を
続
刊
し
、
そ
の
普
及
に
大
い
に
貢
献
す
る
。
高
点
に
は
奇
矯
な
題

材
の
句
を
採
る
と
い
っ
た
撰
句
の
特
徴
が
あ
り
、
江
戸
前
句
付
界
を
牽
引
す
る

存
在
で
あ
っ
た
。

宝
永
期
に
は
古
語
を
利
用
し
た
古
典
的
趣
味
の
「
温
故
知
新
流
」（『
篗
纑
輪
』

宝
永
四
年
序
）を
標
榜
し
て
江
戸
俳
壇
主
流
の
洒
落
風
に
対
抗
、
他
門
か
ら「
化

鳥
風
」
と
誹
謗
さ
れ
な
が
ら
も
、「
奥
す
じ
の
客
を
よ
ふ
た
ら
さ
ん
す
」（『
花

見
車
』
元
禄
十
五
年
刊
）
と
、
特
に
東
北
地
方
に
多
く
門
流
を
擁
し
た

（
２
）。

享
保

四
年
に
は
「
正
風
体
」（『
正
風
集
』
同
年
以
前
成
）
を
宣
言
し
、
同
十
二
年
に

は
「
門
弟
数
千
人
に
及
」（『
続
清
鉋
』）
ん
だ
こ
と
か
ら
千
翁
を
名
乗
る
よ
う

に
な
る
。
享
保
期
に
上
方
で
一
世
を
風
靡
し
た
淡
々
や
『
武
玉
川
』（
寛
延
三

年
刊
）
の
大
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し
た
紀
逸
ら
は
一
時
期
不
角
の
指
導
下
に
あ
り
、

文
角
こ
と
浮
世
絵
師
の
奥
村
政
信
も
門
弟
の
一
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
備
角（
備

前
岡
山
藩
主
、
池
田
綱
政
）
を
は
じ
め
、
門
下
に
は
江
戸
在
勤
の
武
家
が
多
数

お
り
、
元
禄
十
六
年
、
師
不
卜
十
三
回
忌
に
剃
髪
し
た
際
に
は
備
角
ら
の
後
援
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で
法
橋
を
勅
許
さ
れ
て
い
る
（
後
、
享
保
十
五
年
に
法
眼
と
な
る
）。

不
角
に
は
息
子
が
六
人
、
娘
が
一
人
お
り
（「
予
も
七
子
有
り
。
男
六
人
女

子
一
人
」『
八
十
公
』
寛
保
元
年
刊
）、
そ
れ
ぞ
れ
長
女
妙
船
・
長
男
不
扃
・
次

男
珨
角
・
三
男
寿
角
・
四
男
辰
角
・
五
男
千
虎
・
六
男
勝
角
と
号
し
て
俳
諧
を

嗜
み
、
歳
旦
集『
享
保
十
二
丁
未
歳
旦
』に
は
後
妻
の
妙
亀
と
六
男
一
女
が
揃
っ

て
参
加
す
る
等
、
不
角
を
中
心
に
一
族
で
文
芸
圏
を
形
成
す
る
。
内
、
不
扃
・

寿
角
は
俳
諧
師
と
な
り
、「
今
以
流
儀
か
は
ら
ず
。
息
不
扃
・
寿
角
の
三
士
、

益
一
流
を
立
て
、
他
の
誹
風
に
か
ゝ
は
ら
ざ
る
也
」（『
鳥
山
彦
』
享
保
二
十
一

年
刊
）
と
、
他
門
と
は
一
線
を
画
し
つ
つ
活
動
し
て
い
く
。

本
資
料
の
編
者
不
扃
は
、
は
じ
め
了
角
・
泰
角
と
号
し
、
正
徳
四
年
の
不
角

歳
旦
集
『
雑
煮
椀
』
に
「
法
橋
息
了
角
」
と
し
て
入
集
、
先
の
『
享
保
十
二
丁
未

歳
旦
』
に
は
「
例
年
泰
角
も
引
付
出
候
」
と
紹
介
さ
れ
る
。
享
保
十
三
年
頃
に

『
俳
諧
荢
生
の
う
ら
な
し
』
を
刊
行
し
、
翌
十
四
年
よ
り
不
扃
と
改
め
る
。
別

号
、
安
月
堂
・
梅
林
斎
・
楽
生
堂
・
友
柳
軒
・
西
湖
亭
・
玉
壺
亭
・
松
月
庵
。

『
綾
錦
』（
同
十
七
年
刊
）
掲
載
の
系
譜
に
弟
寿
角
と
と
も
に
名
が
挙
が
っ
て

お
り
、
享
保
十
七
年
に
は
江
戸
の
俳
諧
師
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。『
綾
錦
』
に
は
批
点
用
の
点
印
と
し
て
「
無
尽
宝
准
句

天
高
月
二
十

化

玉
十
七

神
龍
十
四

秀
光
十
三

華
徳
十
二

有
隣
十
一

文
�
十

蛍
雪
九

枕
書
八

鶏
窓
七

順
六

楽
五

好
四

朱
三

長
二
」
が
掲
出
さ
れ
る
。
月
次
興
行
も
主

催
（
３
）し

て
い
る
。

以
下
、
安
田
𠮷
人
氏
の
調
査

（
４
）を

も
と
に
述
べ
る
と
、
翌
十
八
年
に
歳
旦
集『
冨

の
門
』
を
出
板
、
以
後
も
『
宝
舟
』（
同
十
九
年
刊
）・『
節
小
袖
』（
元
文
三
年

刊
）・『
か
ゝ
み
餅
』（
同
四
年
刊
）・『
恵
方
の
富
士
』（
同
五
年
刊
）・『
玉
箒
』

（
寛
保
二
年
刊
）・『
誹
諧
音
羽
の
瀧
』（
延
享
元
年
刊
）・『
松
竹
梅
』（
同
四
年

刊
）・『
初
日
影
』（
宝
暦
二
年
刊
）・『
た
か
ら
の
玉
』（
同
四
年
刊
）・『
三
笠
山
』

（
明
和
二
年
刊
）・『
家
の
栄
』（
同
四
年
刊
）・『
初
日
影
』（
同
七
年
刊
）・『
養

老
の
瀧
』（
安
永
三
年
刊
）・『
福
の
神
』（
同
五
年
刊
）
と
歳
旦
集
を
精
力
的
に

刊
行
す
る
。

寛
保
元
年
に
は
、
寿
角
と
の
共
編
で
不
角
の
八
十
賀
集
『
八
十
公
』
を
上
梓
、

同
年
五
月
に
、
扇
雪
堂
不
清
に
伝
授
し
た
伝
書
『
秘
書
』（
東
京
大
学
総
合
図

書
館
洒
竹
文
庫
蔵
）
を
認
め
る
。
宝
暦
三
年
の
不
角
物
故
に
際
し
て
は
寿
角
と

共
編
で
追
善
集
『
う
つ
蝉

（
５
）』

を
刊
行
、
生
前
よ
り
「
兄
弟
離
れ
ぬ
や
う
に
、
別

て
不
扃
・
寿
角
は
俳
道
を
業
と
せ
ば
、
心
を
合
せ
、
正
風
繁
昌
に
な
す
事
、
孝

の
至
り
也
」（
同
書
）
と
諭
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
か
し
、
不
扃
・
寿
角
各
人

は
そ
れ
ぞ
れ
俳
諧
の
家
督
と
家
業
と
を
継
ぐ

（
６
）。

そ
の
後
、
不
扃
は
絵
入
発
句
集

『
四
選
ふ
う
し
集
』（
宝
暦
十
三
年
刊
）
を
刊
行
し
て
い
る
。

で
は
、
以
下
に
『
恵
方
の
富
士
』
の
書
誌
を
記
す
。

装
幀

刊
本
。
半
紙
本
一
冊
。
楮
紙
。

表
紙

薄
茶
色
。
無
地
。
二
十
一
・
九
糎
×
十
五
・
三
糎
。

題
簽

左
肩
原
単
辺
題
簽
「
恵
方
の
富
士
」（
陰
刻
刷
）。

丁
数

全
二
十
三
丁
（
丁
付
「
一
」
〜
「
二
十
三
」）。

見
返
し

な
し
。

内
題

「
恵
方
冨
士
」（
序
文
）。
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匡
郭

四
周
単
辺
。
十
五
・
五
糎
×
十
三
・
一
糎
。
短
冊
等
に
句
を
記
し
た

よ
う
に
見
立
て
た
飾
り
枠
（
七
ウ
・
八
オ
）、
巻
子
に
句
を
記
し
た

よ
う
に
見
立
て
た
飾
り
枠
（
十
四
ウ
・
十
五
オ
、
十
九
ウ
〜
二
十
ウ
、

二
十
三
オ
）
が
あ
る
。

挿
画
「
保
高
書
」。「
左
右
無
印
ハ
松
千
堂
主
画
之
」。
全
二
十
八
画
。（
二

オ
〜
四
ウ
、
五
ウ
〜
七
オ
、
八
ウ
〜
十
二
オ
、
十
三
ウ
、
十
五
ウ
〜

十
八
オ
、
十
九
オ
、
二
十
一
ウ
、
二
十
三
ウ
）。

序
文

不
扃
自
序
。「
元
文
五
庚
申
歳
旦

自
序
」。

跋
文

な
し
。

刊
記

な
し
。

印
記
「
埴
原
蔵
書
」（
一
オ
）。

備
考

序
文
（
一
オ
・
ウ
）、
二
十
三
オ
は
陰
刻
。
ま
た
、
十
九
ウ
・
二
十

オ
・
二
十
ウ
に
陰
刻
部
分
が
あ
る
。
底
本
の
ほ
か
、
大
阪
女
子
大
学

に
所
蔵
が
あ
る
。

不
角
ら
の
歳
旦
集
は
基
本
的
に
絵
入
で
、『
恵
方
の
富
士
』
同
様
、
飾
り
枠

の
使
用
も
見
ら
れ
る

（
７
）。「

左
右
無
印
ハ
松
千
堂
主
画
之
」（
二
十
二
ウ
）
と
あ
る

よ
う
に
、
本
資
料
の
挿
絵
の
多
く
は
寿
角
の
手
に
な
る
。
連
衆
に
は
、
小
見
川

町
（
現
・
千
葉
県
香
取
市
）
や
信
州
飯
田
の
俳
連
に
加
え
、「
万
亀
堂
家
士
」・

「
千
川
家
士
」・「
不
倦
家
士
」・「
上
州
館
林
組
千
栄
家
士
」
と
い
っ
た
記
述
か

ら
、
多
く
の
武
家
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
試
み
に
『
音
羽
の
瀧
』

（
富
山
県
立
図
書
館
志
田
文
庫
蔵
）
の
志
田
義
秀
氏
に
よ
る
書
き
入
れ
の
中
か

ら
、
本
資
料
に
入
集
す
る
者
を
抜
き
出
す
と
、
以
下
の
通
り
に
な
る
。

善
角

長
田
庄
次
郎

葉
角

大
久
保
弥
三
郎

賀
角

吉
田
政
右
衛
門

篗
角

池
田
内
匠
頭

敲
角

加
藤
織
部
正

止
角

三
宅
周
防
守

伍
角

桜
井
玄
東

隣
角

小
川
東
水

左
角

秋
元

千
栄

津
軽
式
部

嬋
角

水
野
要

風
揚

木
下
定
右
衛
門

千
鶴

松
平
備
前
守

千
川

横
山
内
記

春
角

井
関
忠
左
衛
門

羚
角

横
山
鞆
負

鶏
角

金
子
平
左
衛
門

揚
角

川
勝
左
京

不
�

山
品
節
左
衛
門
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右
に
よ
る
と
、
万
亀
堂
（
千
鶴
）
は
上
総
大
多
喜
藩
主
の
松
平
正
貞
、
千
川

き
よ
あ
き
ら

は
旗
本
の
横
山
清
章
、
千
栄
は
元
文
四
年
か
ら
館
林
城
在
番
で
あ
っ
た
津
軽

寿
世
（
弘
前
藩
黒
石
領
主
）
で
、
不
倦
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
他
に
岡
山
藩
の

支
藩
で
あ
る
備
中
鴨
方
藩
主
の
池
田
政
倚
（
篗
角
）、
大
洲
藩
の
支
藩
で
あ
るた

だ

新
谷
藩
主
の
加
藤
泰
広
（
敲
角
）
ら
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
葉
角
（
大
久
保
忠

つ
ね

や
す
と
も

ひ
ろ
ま
さ

恒
）、
止
角
（
三
宅
康
俱
）、
揚
角
（
川
勝
広
當
）
ら
も
旗
本
で
、
羚
角
は
千
栄

よ
し
た
だ

の
弟
、
賀
忠
と
考
え
ら
れ
る
。
不
扃
の
歳
旦
集
に
つ
い
て
、「
形
式
は
不
角
歳

旦
集
と
同
様
で
歳
旦
三
つ
物
・
付
合
・
発
句
・
歳
暮
発
句
か
ら
な
る
。
入
集
者

も
父
の
門
葉
を
継
承
す
る
」
と
の
安
田
氏
の
指
摘

（
８
）が

あ
る
よ
う
に
、
大
名
貴
顕

と
の
結
び
付
き
も
不
角
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

ま
た
、
千
翁
（
不
角
）
と
妙
亀
、
妙
船
・
珨
角
・
寿
角
・
辰
角
・
千
虎
・
勝

角
（
元
角
）
ら
の
兄
弟
が
入
集
す
る
の
に
加
え
、
不
扃
妻
（
梅
鶯
・
玉
水
・
玉

泉
）、
娘
の
て
る
・
志
津
の
句
が
見
え
る
。
妻
・
娘
の
間
に
配
置
さ
れ
る
梅
笑

は
恐
ら
く
長
男
の
不
荃

（
９
）（

梅
之
助
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
次
男
不
龍
（
不
賢
・

不

）
は
入
集
し
な
い
が
、『
恵
方
の
富
士
』
か
ら
は
不
角
一
族
の
拡
充
と
結

束
が
認
め
ら
れ
る
。

注
（
１
）
不
角
の
活
動
に
つ
い
て
は
安
田
𠮷
人
氏「
立
羽
不
角
年
譜
稿

一
」（『
調

布
学
園
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
三
十
号
、
一
九
九
八
年
三
月
）、「
同

二
」（『
調
布
日
本
文
化
』第
十
号
、
二
○
○
○
年
三
月
）、「
同

三
」（『
調

布
日
本
文
化
』
第
十
二
号
、
二
○
○
二
年
三
月
）、「
同
（
終
）」（『
成
城

国
文
学
』
第
二
十
六
号
、
二
○
一
○
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

（
２
）
安
田
𠮷
人
「
不
角
前
句
付
考
」（『
成
城
国
文
学
』
第
四
号
、
一
九
八
八

年
三
月
）。

（
３
）
『
宝
舟
』
巻
末
の
「
年
中
引
附
覚
」
に
は
「
初
午
正
月

廿
五
日

上
巳
二
月

廿
五
日

花
桜
三
月

十
日

時
鳥
并
更
衣
四
月

朔
日

端
午
四
月

廿
日

涼
夏
季
何
ニ
て
も
六
月

十
日

七
夕

七
月

朔
日

盆
七
月

廿
日

名
月
八
月

十
日

菊
并
十
三
夜
八
月

廿
五
日

落
葉
冬
何
ニ
て
も
九
月

十
五
日

霊
十
月

十
日

迄
奉
待
候
」
と
季
題
及
び
締
め
切
り
が
記
さ
れ
る
。

（
４
）
（
１
）
中
、
安
田
氏
「
立
羽
不
角
年
譜
稿
（
終
）」
を
参
照
。

（
５
）
『
う
つ
蝉
』
の
下
巻
と
推
定
さ
れ
る
『
蝉
の
声
（
仮
題
）』
の
み
現
存
。

同
書
は
平
島
順
子
氏
「『
蝉
の
声
（
仮
題
）』
翻
刻
と
解
題
―
不
角
の
追
善

集
」（『
文
献
探
究
』
第
三
十
四
号
、
一
九
九
六
年
）
に
翻
刻
が
備
わ
る
。

（
６
）
寿
角
編
『
蓬
莱
山
』（
宝
暦
四
年
刊
）
所
収
、
忻
角
の
「
今
年
か
ら
二
タ

葉
の
松
や
門
飾
」
句
の
前
書
に
「
松
月
堂
誹
諧
の
家
督
ハ
梅
林
斎
に
譲
リ
、

居
宅
ハ
松
千
堂
に
ゆ
づ
ら
れ
け
れ
ば
」
と
あ
る
。『
た
か
ら
の
玉
』（
同
年

刊
）
に
は
「
不
肖
、
去
年
父
の
点
印
を
ゆ
づ
ら
る
ゝ
事
」（
序
文
）、「
松
月

堂
の
家
督
を
ゆ
づ
ら
れ
始
て
の
春
、
点
印
を
も
改
め
ら
れ
」（「
首
尾
の
吟
」

前
書
）
等
と
あ
り
、
不
扃
は
宝
暦
三
年
に
点
印
を
付
嘱
し
て
い
る
。
ま
た
、

平
島
順
子
氏
「『
俳
諧
と
ん
と
』
翻
刻
と
解
題
―
不
角
に
対
す
る
論
難
書
」

（『
雅
俗
』
第
三
号
、
一
九
九
六
年
）
は
書
肆
を
寿
角
が
継
い
だ
と
す
る
。

『
蓬
莱
山
』
巻
末
の
「
年
中
引
附
之
覚
」
に
は
「
歳
旦
・
歳
暮
、
御
句
極

月
中
旬
迄
、
不
扃
方
へ
も
拙
者
方
へ
も
不
相
易
奉
待
候
。
松
千
堂
寿
角
」

と
あ
り
、
両
者
は
お
互
い
提
携
し
合
い
な
が
ら
運
営
し
て
い
た
と
見
え
る
。

（
７
）
（
１
）
中
、
安
田
氏
「
立
羽
不
角
年
譜
稿
（
終
）」
及
び
牧
藍
子
氏
「
享

保
期
の
不
角
の
月
次
興
行
の
性
格
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
九
十
巻
九
号
、

二
〇
一
三
年
八
月
）。

（
８
）
（
１
）
中
、
安
田
氏
「
立
羽
不
角
年
譜
稿
（
終
）」。

（
９
）
不
荃
も
俳
諧
師
と
し
て
活
動
し
、
歳
旦
集『
山
の
井
』（
明
和
四
年
刊
）・
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『
親
子
鶴
』（
同
六
年
刊
）・『
千
歳
の
み
ど
り
』（
同
八
年
刊
）・『
若
泉
』

（
安
永
六
年
刊
）
を
出
板
し
て
い
る
。（
１
）
中
、
安
田
氏
「
立
羽
不
角

年
譜
稿
（
終
）」
参
照
。

※
本
稿
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
（C

）・19K
00332

・
代
表

中
嶋
隆
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
い
な
ば

ゆ
う
す
け

和
光
大
学
准
教
授
）

【
凡
例
】

一
、
底
本
に
は
架
蔵
本
を
用
い
た
。

一
、
旧
字
及
び
異
体
字
等
は
適
宜
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
文
字
の
清
濁
は
原
文
通
り
と
し
た
。

一
、
振
り
仮
名
は
す
べ
て
原
本
通
り
と
し
た
。

一
、
本
文
に
は
句
読
点
は
な
い
が
、
こ
れ
を
私
に
補
っ
た
。

一
、
虫
損
で
判
読
で
き
な
い
文
字
は
□
で
示
し
た
。

一
、
誤
記
と
見
ら
れ
る
箇
所
に
（
マ
マ
）
を
付
し
た
。

一
、
丁
移
り
は
、
そ
の
丁
の
表
及
び
裏
の
末
尾
に
お
い
て
「
」
」
を
付
し
、

丁
数
と
オ
・
ウ
と
を
括
弧
内
に
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
し
た
。

一
、
挿
絵
・
飾
り
枠
は
末
尾
に
【
図
版
】
と
し
て
掲
出
し
た
。

【
翻
刻
】

夫
、
人
之
君
タ
ル
ハ
、
心
を
正
し
以
朝
庭
を
正
し
、
朝
庭
を
正
し
以
百
官

を
正
、
百
官
を
正
以
正
二
万
民
一
、
万
民
を
正
し
以
四
方
を
正
、
四
方
を

正
し
以
遠
近
正
に
壱
な
ら
づ
と
い
ふ
事
な
し
。
月
も
正
に
至
、
戸
さ
ゝ
ぬ

御
代
の
春
、
門
に
は
常
盤
の
松
飾
、
軒
に
は
長
ク
つ
た
は
る
注
連
縄
を
正

木
の
か
つ
ら
と
こ
と
ぶ
き
、
年
神
も
邪
見
の
家
小
店
が
り
せ
ず
、
庭
の
梅

も
笑
ひ
を
な
し
、
人
も
に
こ
〳
〵
心
寛
に
曲
れ
る
事
な
き
も
、
上
に
仁
風

有
か
う
へ
也
。
太
平
の
世
に
は
」（
一
オ
）生
を
楽
し
□
□
生
を
楽
し
む
事
、

衣
食
住
の
ミ
な
く
て
は
、
楽
し
ミ
か
た
し
。
愚
子
去
年
居
を
替
て
蚊
屋
新

イ
ル
ヽ
ニ

し
く
、
容
レ
膝
安
く
、
ひ
だ
る
く
寒
か
ら
す
、
煩
は
し
き
事
な
し
。
其
楽

の
余
に
元
旦
の
吟
を
集
む
。
か
は
ら
す
衆
方
よ
り
給
ふ
事
、
忝
し
。
彼
山
、

申
酉
の
間
に
当
れ
は
、
祝
て
愚
吟
を
な
し
、
編
名
恵
方
冨
士
ト
云
尓
。

元
文
五
庚
申
歳
旦

自
序

立
羽
之
印

不
扃

不
」（
一
ウ
）

ト
ヨ

コ
ク
シ
ユ

我
庵
も
豊
や
恵
方
に
穀
聚
山
ン

楽
生
堂
不
扃

笑
ふ
門
に
は
福
藁
の
風

千
丈

師
道
様
と
百
囀
り
に
は
や
さ
れ
て

忻
角
」（
二
オ
）

算
ン
始
二
ツ
か
ら
こ
そ
白
鼠

枝
月
堂
葉
角

包
む
年
玉
大
黒
屋
銀

賀
角

此
春
は
乳
も
い
ろ
は
も
止
メ
さ
せ
て

千
丈
」（
二
ウ
）

マ
キ

御
代
の
春
鶴
の
餌
蒔
や
林
和
靖

寿
月
堂
善
角

東
方
朔
か
算
木
置
初

忻
角

伸
ル
眉
長
寿
の
相
の
麗
に

賀
角
」（
三
オ
）

ム
ク

日
を
木
賊
月
を
椋
の
葉
玉
の
春

一
可
堂
千
丈
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琥
珀
の
照
り
を
朧
無
キ
星

嬋
角

汲
霞
通
辞
に
何
歟
時
宜
い
ふ
て

善
角
」（
三
ウ
）

ゆ
い
ぞ
め
も
田
舎
は
有
ら
て
馬
の
髪

明
月
堂
忻
角

モ
ミ

コ
カ

は
扱
れ
て
福
の
字
が
附

善
角

室
〳
〵
と
言
し
も
只
の
梅
咲
か
て

葉
角
」（
四
オ
）

久
か
た
の
月
は
八
日
を
弓
始

柳
々
堂
嬋
角

ヨ
ベ宵

の
白
馬
に
祝
ふ
朝
粥

葉
角

カ
ゝ
リ篝

消
え
て
衛
士
は
余
寒
や
知
ぬ
ら
ん

不
扃
」（
四
ウ
）

御
新
宅
の
春
を
賀
し
て

ム
シ

千
代
の
苔
茂
初
種
や
初
手
水

化
獣
堂
賀
角

築
山
の
岩
黒
イ
か
ち
栗

不
扃

づ
い
〳
〵
と
霞
刷
毛
目
の
た
な
ひ
き
て

嬋
角

是
よ
り
句
順
任
遅
速
も
の
也
。

ま
づ
鶴
の
初
声
ぞ
聞
車
井
戸

万
岳
堂
千
川

門
に
亀
の
尾
見
ル
飾
藁

鶏
角

浪
静
安
房
迄
ぐ
つ
と
霞
セ
て

春
角

初
鶏
や
言
葉
の
花
の
三
番
叟

懸
朶
堂
羚
角

鳴
ル
は
手
桶
へ
若
水
の
瀧

春
角

清
剃
の
上
を
柳
か
又
撫
て

冶
霜
」（
五
オ
）

コ
ト
フ
キ

寿
の
歩
ミ
は
し
め
や
鶴
の
足

備
前
住
紡
績
堂
篗
角

キ
ヨ
ク

南
極
星
変
じ
髭
飾
藁

不
扃

伝
内
か
手
妻
に
梅
の
花
咲
て

千
翁
」（
五
ウ
）

カ
ヽ
ミ

大
判
と
熨
斗
と
鏡
餅
や
同
し
肌

淡
月
堂
止
角

止
ル

レ
角
ニ
恵
方
か
ら
福

不
扃

ち
よ
つ
と
来
て
一
枚
握
り
花
咲
て

千
丈
」（
六
オ
）

初
霞
冨
士
へ
産
る
ゝ
日
の
太
郎

推
月
堂
敲
角

ア
ン
ヨ歩

は
上
手
麗
雲
脚

不
扃

空
に
紛
ふ
海
原
に
帆
を
凧
と
見
て

寿
角
」（
六
ウ
）

ノ

ハ

一
年
計
在
二
陽
春
一

ヱ
ミ

懸
想
文
で
ほ
ゝ
笑
顔
を
御
慶
か
な

万
亀
堂
千
鶴

弾
初
さ
ゆ
る
鶯
の
眉

千
雀

盃
の
廻
る
陽
気
が
そ
ゝ
ら
せ
て

素
後
」（
七
オ
）

其
二

寿
や
今
朝
起
初
の
福
寿
草

万
亀
堂
家
士
素
後

井
花
水
に
て
若
や
き
し
か
ほ

虎
休

モ
リ

能
日
和
鳳
巾
も
御
伝
も
腰
の
し
て

千
雀

其
三

門
の
欠
ビ
鶴
の
声
有
リ
千
代
の
春

同
千
雀

足
て
七
種
た
ゝ
く
六
尺

五
雲

い
さ
き
よ
く
ふ
り
出
す
奴
い
と
ゆ
ふ
に

虎
休
」（
七
ウ
）

其
四

先
君
へ
鰕
の
翁
か
御
慶
か
な

同
虎
休

松
に
気
力
を
あ
た
ゝ
か
な
風

千
鶴

洋
か
雪
麗
に
心
も
綿
ぬ
き
て

五
雲
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其
五

小
笠
原
舞
ふ
蝶
屠
蘇
の
長
柄
哉

同
五
雲

ハ
ヱ

麗
帆
懸
の
肩
衣
の
栄

素
後

ハ
ア
イ
ハ
ウ
皺
面
使
者
も
春
め
き
て

千
鶴
」（
八
オ
）

ヅ

ト
ヨ

天
窓
に
豊
の
貢
め
て
た
や
五
十
の
春

万
水
堂
亀
角

和
田
に
も
負
ぬ
一
家
数
の
子

伍
角

霞
汲
や
ら
門
前
の
賑
や
か
に

荊
角
」（
八
ウ
）

子
孫
繁
栄
を
年
の
賀
に
よ
せ
て

六
十
の
春
子
共
に
腰
を
老
の
坂

遊
月
堂
保
角

コ
ト
ブ

歯
朶
と
祝
く
た
れ
た
御
眉

不
扃

ハ
ラ

霞
に
は
鶴
の
羽
風
や
晴
す
ら
ん

隣
角
」（
九
オ
）

館
林
御
城
に
て
春
を
迎

君
か
春
幾
万
代
の
尾
曳
城

花
王
堂
千
栄

カ
ヽ
ミ

曇
ら
ぬ
政
務
祝
ふ
御
鏡
鑑

不
扃

ヲ
ト
ロ

汲
霞
鶏
上
戸
驚
か
て

忻
角
」（
九
ウ
）

致
障
敷
い
づ
ミ
き
な
ら
じ
三
日
の
腹

九
月
堂
左
角

涌
て
流
る
ゝ
御
福
茶
の

鶴
の
紋
亀
綾
万
年
あ
た
ゝ
か
に
」（
十
オ
）

扨
も
春
千
代
の
響
や
松
の
風

封
竜
窟
仙
角

キ
リ

年
始
の
時
服
高
砂
の
終

忻
角

撫
ラ
る
ゝ
民
も
御
手
も
ぬ
く
と
く
て

不
扃
」（
十
ウ
）

南
枝
か
ら
留
木
欺
く
薫
り
か
な

角
上
改
勧
学
堂
不
倦

媚
よ
り
白
い
若
餅
の
肌

不
扃

公
家
客
に
吾
妻
台
処
舞
雲
雀

蓋
鏡
」（
十
一
オ
）

我
庵
は
喰
つ
ミ
台
を
仙
の
春

枝
揺
堂
鵬
角

松
か
ら
の
さ
り
い
ね
上
ル
鶴

忻
角

熊
坂
か
居
ぬ
代
往
来
も
ぬ
く
と
げ
に

不
扃
」（
十
一
ウ
）

六
甲
を
出
て
若
水
も
産
湯
と
ぞ

僅
志

今
朝
喰
初
の
歯
固
に
石

不
扃

山
笑
ふ
風
情
も
広
く
人
和
て

冬
青
」（
十
二
オ
）

面
白
の
岩
戸
も
斯
や
初
日
の
出

千
川
家
士
開
関
堂
鶏
角

先
養
老
を
父
へ
酌
ム
屠
蘇

同

ニ
コ
メ
キ

梅
椿
福
寿
交
に
莞
尓
て

同

時
を
得
て
蟠
竜
の
伸
に
福
寿
草

不
磷

飾
に
高
く
藁
の
昇
進

不
扃

汲
霞
弾
つ
語
つ
家
冨
て

千
丈

立
春

春
立
や
氷
か
も
ど
る
浪
の
花

千
色
斎
敲
角

子
日

ナ
ヽ

け
ふ
子
日
算
て
曳
や
七
の
松

同

節
分

喰
て
げ
り
お
に
一
口
に
除
夜
の
豆

同
」（
十
二
ウ
）

東
井
や
水
の
封
切
る
初
旦

雪
月
堂
豊
角

（
マ
マ
）

又
五
十
年
今
朝
や
慮
生
か
夢
初

凹
路
堂
凸
角
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鋤
の
柄
に
袞
龍
繕
ふ
旦
哉

新
月
堂
温
角

三
芳
野
も
霞
に
つ
ゞ
く
今
朝
の
慶

瑞
花
堂
木
雪

松
竹
の
対
の
道
具
や
飾
杭

不
倦
家
士
深
雪

試
の
文
字
を
芳
す
や
筆
へ
花

同
蓋
鏡

初
手
水
耳
か
ら
先
そ
瀧
の
音

同
風
揚

若
水
に
た
え
す
と
ふ
た
り
日
の
泉

同
橘
舎

投
入
は
床
其
開
付
か
さ
り
松

同
冬
青

い
と
は
や
も
梅
芳
し
き
旦
哉

同
只
旦

恵
か
け
得
た
り
雑
煮
の
福
生
菓

柳
原
佐
亀

聖
代
の
門
や
飾
の
鳳
尾
草

筬
月
堂
線
角
」（
十
三
オ
）

田
中

キ
ヽ聞

初
と
暦
に
は
な
し
鶏
の
声

遊
燕
堂
柳
水

万
代
も
天
の
戸
さ
ゝ
で
御
代
の
春

冨
門
堂
市
角

人
心
梅
の
笑
顔
や
明
の
春

濤
角
息
松
影
堂
濤
礒

去
年
は
け
り
扨
も
其
後
初
日
の
出

常
盤
舎
松
翠

天
の
戸
を
明
ル
障
子
や
初
日
の
出

車
楽
斎
風
也

ト
メ

蓬
莱
の
木
の
実
に
冨
り
年
の
猿

方
円
器
養
水

門
松
の
食
唐
人
の
風
情
哉

孟
童
斎
雲
角

御
飾
の
竹
も
直
也
君
千
年

童
水
軒
不
怠

梅
か
香
に
格
別
今
朝
の
鼻
若
し

忍
班
閨
舎
扇
之

御
代
な
れ
や
夜
も
不
レ
扃
松
の
門

同
浮
木
斎
柳
亀

友
柳
軒
主
へ
御
慶

ヌ不
レ
扃
や
御
代
の
□
□
門
飾

瀬
卜
氏
対
鏡
」（
十
三
ウ
）

鶏
鐘
も
初
暁
の
宝
か
な

三
州
今
川
村
勇
月
堂
智
角

初
日
て
も
人
は
や
つ
は
り
去
年
の
人

森
々
堂
片
里

温
厚
の
ほ
や
〳
〵
な
れ
や
初
日
の
出

一
甫
斎
卵
角

衣
食
住
祝
ひ
始
や
明
の
春

梅
香
軒
可
興

式
台
に
年
礼
や
績
其
開
帳

涼
月
堂
扇
車

武
蔵
野
や
先
蓬
莱
に
日
の
始

肥
後
青
髭

ナ
ド

梅
を
妻
和
靖
に
は
何
水
祝

有
月
堂
隣
角

初
旦
笑
か
ほ
は
せ
や
福
寿
相

増
山
氏
不
穽

回
文

ツ
マ

永
日
の
小
松
を
妻
子
野
曳
か
な

麟
林
堂
司
角

喰
積
や
我
カ
福
禄
と
祝
ふ
米

後
藤
氏
巨
英

万
代
や
三
番
惣
領
千
年
梅

松
風
堂
琴
角

去
年
の
疎
意
負
て
貰
ふ
て
御
慶
哉

中
山
氏
逸
覚
」（
十
四
オ
）

元
旦

小
見
川
連
一

酒
を
造
ら
せ
て
家
業
と
す
れ
ば

汲
ど
尽
ぬ
泉
も
ど
き
や
家
の
屠
蘇

宝
実
堂
不
�

御
連
中
へ
歳
旦
帳
の
御
慶
か
な

心
定
堂
止
�

ヤ
キ

ほ
ん
の
り
と
気
も
若
栄
つ
今
朝
の
春

後
秀
堂
喜
栄

大
舟
に
乗
た
心
や
御
代
の
春

早
梅
堂
春
志

ユ
ル緩

む
気
は
貧
福
同
し
年
の
朝

小
堤
氏
有
志

昼
の
萱
夜
の
縄
も
な
し
今
朝
の
春

鈴
木
氏
旦
夕
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先
旦
屠
蘇
と
御
慶
や
勇
ミ
顔

阿
蒜
氏
時
合

四
方
は
恐
三
方
拝
と
親
三
人

深
川
住
賞
寿
堂
恰
角

小
見
川
連
二

読
初
や
同
音
に
啼
ホ
ウ
ホ
ケ
キ
ヨ

延
命
山
雨
夕
」（
十
四
ウ
）

門
松
に
鶴
や
羽
を
伸
飾
藁

和
友
堂
不
堅

松
竹
の
花
表
を
見
た
り
初
旦

暉
月
堂
故
井

元
文
の
五
年
を
豊
の
梅
の
花

高
冷
堂
麁
口

冨
は
屋
の
実
生
を
得
た
り
福
寿
草

秀
月
堂
幸
迎

初
日
ま
つ
心
は
夢
も
不
老
門

汀
報
堂
蘆
笛

影
移
ル
鶴
と
ば
あ
〳
〵
初
手
水

流
水
堂
淳
志

酔
た
屠
蘇
赤
き
面
も
申
の
今
朝

亀
崎
氏
勇
志

一
に
万
先
元
朝
の
笑
ひ
が
ほ

止
善
堂
喜
胎

去
年
御
門
葉
に
入
、
改
旦
へ
表
徳
を
始
て

師
の
恩
の
真
砂
の
数
を
筆
始

守
中
堂
警
角
」（
十
五
オ
）

イ
ト

天
地
の
初
糸
ゆ
ふ
を
山
か
つ
ら

冷
月
堂
千
慮

石
公
か
威
す
馬
で
年
礼

不
扃

門
ン
ギ
リ
ヽ
明
ケ
て
蛙
の
形
見
せ
て

不
穽
」（
十
五
ウ
）

ー

ー

ー

陽
に
向
ふ
鶏
鳴
の
一
声
、
天
の
戸
出
る
光
の
は
や
し
か
た
、
霞
の

幕
の
長
閑
さ
、
御
慶
〳
〵
も
戸
毎
の
礼
義

ヒ
イ
ヤ
ヒ
イ
海
を
舞
台
の
初
日
影

百
陽
堂
松
花

ハ
ヱ生

た
る
苔
は
岩
の
節
衣

鵬
角

十
た
び
華
を
見
ん
と
小
松
の
手
入
し
て

不
扃
」（
十
六
オ
）

神
代
も
斯
あ
ら
ん
、
う
る
は
し
き
日
の
御
恵
、
四
ツ
の
民
、
何
レ

水
洩
る
ゝ
事
有
ん
。

ク

ニ

カ
ヾ
ヤ

六
合
の
内
照
り
運
け
り
初
日
影

工
船
堂
揚
角
」（
十
六
ウ
）

鶯
や
今
朝
よ
り
声
も
改
り

晥
玉
堂
不
石

保
高
書（
印
）」（
十
七
オ
）

鶴
と
鷺
の
人
も
足
ど
り
下
馬
の
春

梧
角
息
梧
川
」（
十
七
ウ
）

か
ゝ
ミ
餅
ま
こ
と
に
御
代
の
姿
哉

千
尋
堂
虎
道

君
子
の
徳
を
見
す
る
門
松

不
枉

ド
レ
イ答

〳
〵
〳
〵
遅
日
に
眠
る
ひ
ま
な
く
て

不
扃
」（
十
八
オ
）

ト

ノ

ヲ

ノ

ル

人
生
時
雖
レ
以
二
仁
儀
礼
智
性
一
、
於
二
欲
レ
心
処
一
有
二
邪
正
一
。

直
走
を
我
も
競
ん
梅
柳

赤
坂
住
只
角

羽
二
重
摺
の
戦
ぐ
春
風

千
丈

フ
ト
コ
ロ

懐
医
六
枚
肩
て
百
千
鳥

法
眼

ハ
イ

足
袋
履
て
地
者
に
戻
ル
旦
哉

螽
月
堂
説
角

年
の
尾
も
一
夜
明
ば
日
の
か
し
ら

総
角

豊
年
や
筒
か
ら
粥
の
か
く
や
姫

山
寿
斎
恵
角

神
業
の
甘
棠
う
た
へ
日
の
始

雛
鶴
斎
千
如

豊
年
の
証
拠
に
洩
ぬ
藁
盒
子

睦
宜
斎
弟
角

勿
躰
と
成
横
雲
の
初
日
か
な

仙
鹿
堂
倚
角

コ
ト

ヨ
シ

ナ
ギ

毎
に
良
氵
凪
つ
四
方
の
空

竹
林
斎
不
迫
」（
十
八
ウ
）

日
の
始
曇
も
あ
ら
ず
豊
か
な

勝
月
堂
最
角

蓬
莱
に
名
も
お
も
し
ろ
し
ほ
ん
だ
は
ら

小
石
川
朝
武
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先
祝
ふ
飾
や
年
の
棚
つ
物

千
陽
斎
桃
笑

立
初
る
霞
産
衣
に
日
の
太
郎

蘭
香
堂
秀
角

植
込
の
常
盤
や
つ
ゞ
く
門
飾

玉
扇
堂
一
風

丹
頂
の
朱
を
増
し
な
ん
初
日
の
出
上
州
館
林
千
栄
家
士
高
月
堂
猿
志
」（
十
九
オ
）

信
州
飯
田
俳
連

御
代
な
れ
や
山
家
も
都
初
日
影

長
林
堂
栄
松

モ

モ

テ

年
日
明
明
徳

桐
月
堂
斜
角

颯
々
の
謡
初
也
門
飾

直
月
堂
教
角

ヱ
ミ

明
て
目
も
一
入
笑
を
福
寿
草

末
未

盃
を
預
て
ま
は
る
御
慶
か
な

至
月
堂
孝
角

顔
の
皺
に
火
の
し
心
や
初
日
の
出

円
月
堂
水
角

蓬
莱
は
手
近
き
山
の
笑
哉

是
ヨ
リ
南
月
堂
ク
ミ
南
枝

古
い
か
ほ
も
若
や
き
け
り
な
初
手
水

南
耕

ハ鰕
是
門
松

花
席

ハ

飾
竹
猶
二
花
表
一

波
龍
」（
十
九
ウ
）

紅
は
屠
蘇
に
莟
つ
花
の
春

東
鶴

門
松
の
精
か
も
内
の
諸
白
髪

初
入

明
て
猶
葉
色
け
た
か
し
松
飾

南
旭

飾
る
ゝ
鰕
は
魚
類
の
美
髯
公

好
松

春
は
色
に
出
ス
橙
の
お
や
ぢ
か
な

梅
童

ス

売
始
誠
二
其
意
一

嘯
吹

ム
マ
イ

両
の
手
に
旨
物
也
福
寿
草

杜
水

門
口
も
前
歯
染
け
り
飾
炭

松
山

父
満
八
十
而
諸
根
強
健
如
昔

喰
つ
ミ
や
八
そ
ち
の
歯
に
も
堅
米

南
月
堂
無
角

猩
々
の
出
端
の
歩
行
そ
初
日
脚

ヒ
ゴ
白
沢
菴
納
角
」（
二
十
オ
）

上
州
館
林
組
千
栄
家
士

初
鶏
ハ
智
恵
の
礫
や
去
年
の
壺

雪
中
堂
筍
角

長
閑
也
枝
も
鳴
さ
ぬ
館
林

賞
月
斎
桂
角

珍
し
や
霞
城
に
君
と
た
ま
の
春

鸞
月
堂
隠
角

明
初
る
右
の
手
軽
き
暦
か
な

白
仙
堂
些
雪

大
福
に
実
を
呑
得
た
り
今
朝
の
春

分
月
堂
志
州

鈍
な
か
ら
舌
を
出
し
け
り
屠
蘇
袋

雲
竜
堂
成
角

表
紙
刎
て
申
そ
生
る
ゝ
初
暦

楽
文
堂
花
友

ゆ
つ
た
り
と
鶴
か
舞
出
初
日
哉

可
楽
堂
可
笑

行
年
の
顔
に
も
負
じ
屠
蘇
機
嫌

家
士
ノ
外
百
川

直
は
竹
に
齢
は
松
に
門
飾

同
調
巴

神
主
も
鎌
を
し
ま
へ
ば
明
の
春

岫
雲
斎
珍
角
」（
二
十
ウ
）

年
尾

春
の
字
を
客
と
や
い
は
ん
煤
払
ひ

篗
角

扨
も
け
ふ
に
羊
の
歩
ミ
年
昏
ぬ

敲
角

足
に
ま
か
せ
て

懸
取
や
羊
の
歩
ミ

の
な
き

左
角

節
分
に
忘
れ
じ
牛
に
角
は
有
レ
ど

忻
角
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井
戸
側
の
か
は
く
間
も
な
し
年
の
昏

仙
角

ト
コ常

闇
の
除
夜
を
噺
や
神
楽
獅
子

石
原
住
不
倦

煤
竹
も
冨
の
瑞
有
り
布
袋
草

善
角

ア
シ
タ

梅
は
咲
ど
天
下
の
春
は
明
日
か
ら

僅
志

ね

年
の
市
春
待
チ
顔
の
足
袋
直
段
か
な

桃
笑

取
込
は
冨
の
も
と
也
大
卅
日

松
鶴
堂
千
々
」（
二
十
一
オ
）

諸
人
の
難
義
を
救
ふ
た
め
に
は
、
小
米
ほ
し
や
〳
〵
と
瀬
川
菊
之

丞
か
せ
り
ふ
の
心
に
も
成
へ
し
。
義
に
せ
ま
り
て
は
指
を
切
事
は

易
く
、
愚
案
工
夫
に
も
金
を
求
る
事
ハ
か
た
し
。
あ
ゝ
ま
ゝ
よ
、

蛙
の
地
獄
に
堕
と
も
、
此
節
な
れ
ば

ツ
ク撞

へ
き
歟
無
間
の
鐘
を
と
し
の
昏

吉
田
氏
賀
角
」（
二
十
一
ウ
）

賑
ひ
に
け
り
の
溜
り
を
煤
払
ひ

深
川
材
木
町
怡
角

恥
か
し
や
犬
馬
と
共
に
年
昏
ぬ

不
扃

龔
舎
蝶
の
行
跡
を
見
て
、
仕
官
は
人
の
羅
網
也
と
て
、
終
に
退
ク

時
の
人
、
是
を
呼
て
し
か
い
ふ
。

歳
来
へ
き
宵
も
閑
に
蜘
蛛
隠

松
千
堂
寿
角

元
旦

爪
取
て
苦
を
は
薺
に
ゆ
つ
り
け
り

嬋
角
母

水
と
共
に
心
も
清
し
初
う
が
い

し
ほ

キ
ン
シ

打
懸
に
金
糸
の
照
や
初
日
の
出

ミ
ほ

買
得
た
り
福
を
枕
に
宝
舟

も
ん

日
の
太
郎
初
横
雲
や
岩
田
帯

仰
聖
堂
扃
学
」（
二
十
二
オ
）

上
下
の
ひ
れ
に
倍
セ
り
初
日
影

瑞
雲
斎
麒
角

正
サ
木
薫
ル
墨
梅
な
れ
や
初
日
影

京
都
北
野
旅
客
久
松
能
及

旧
冬
、
雀
の
舞
込
た
る
を
い
た
は
り
て

楊
宝
に
放
つ
雀
に
玉
の
春

先
々
堂
珨
角

釘
に
ふ
ら
り
い
ね
つ
む
今
朝
の
箒
か
な

松
千
堂
寿
角

難
波
津
に
て
う
ど
今
年
て
三
の
春

己
上
堂
辰
角

悪
魔
な
し
納
ル
手
に
は
福
寿
草

千
虎

書
初
の
文
ン
も
か
は
ら
ず
千
代
や
千
代

元
角

打
か
け
の
裾
て
は
塵
を
掃
初
ぬ

不
扃
妻

嗽
水
手
の
窪
や
せ
る
初
日
影

梅
笑

祝
へ
〳
〵
白
銀
町
の
年
始
客

て
る

ハ
ね

い
そ
か
し
や
毬
と
羽
と
に

も
な
し

し
つ

左
右
無
印
ハ
松
千
堂
主
画
之
」（
二
十
二
ウ
）

改
旦

も
と
へ
戻
ル
戸
は
戸
袋
へ
明
の
春

法
眼
不
角

メ
テ

名
に
慶
て
御
物
師
祝
へ
は
り
さ
い
女

同
妻

去
秋
根
分
次
第
〳
〵
に
冨
貴
草

同
娘
妙
船

牛
計
師
走
の
市
に
い
く
ぢ
な
し

法
眼

子
々
万
々
」（
二
十
三
オ
）

御
目
出
た
く
下
も
め
て
た
く
て
君
か
春

蘆
江
堂
千
泉

ク
ド

幸
イ
木
積
民
の

前

千
翁

が
た
り
〳
〵
た
え
ず
舂
屋
に
呂
を
な
し
て

不
扃
」（
二
十
三
ウ
）
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【
図
版
】

※
右
上
よ
り
横
に
二
オ
・
二
ウ
・
三
オ
・
三
ウ
・
四
オ
・
四
ウ
・
五
ウ
・
六
オ
・
六
ウ
・
七
オ
・
七
ウ
・
八
オ
。
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※
右
上
よ
り
横
に
八
ウ
・
九
オ
・
九
ウ
・
十
オ
・
十
ウ
・
十
一
オ
・
十
一
ウ
・
十
ニ
オ
・
十
三
ウ
・
十
四
ウ
・
十
五
オ
・
十
五
ウ
。
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※
右
上
よ
り
横
に
十
六
オ
・
十
六
ウ
・
十
七
オ
・
十
七
ウ
・
十
八
オ
・
十
九
オ
・
十
九
ウ
・
二
十
オ
・
二
十
ウ
・
二
十
一
ウ
・
二
十
三
オ
・
二
十
三
ウ
。
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